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IJ，f¥あい
平成フ年2月 15日広報ひらつか

笑顔あふれる豆まき
2月 3日の節分の回、元気よく豆 まきを

した保育園のチピつ子たち。鬼を追い出し

風邪にも負りません。外はまだ寒いけれど

容はもうすぐそこです。

第 545望号

照
宮
、
大
阪
天
満
宮
、
身
延
山

久
遠
寺
、
讃
岐
金
万
比
羅
宮
な

ど
で
、
山
名
、
寺
名
、
日
付
、

。
••••• “

旅
に
出
て
、
行
っ
た
先
々
の

“
名
物
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

「食

・
べ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
」
の

.
物
よ
り
、
い
つ
ま
で
も
記
念
に

-
土
と
炎
の
作
品
展
を

社
会
福
祉
法
人
進
和
学
園
で

は
、
自
分
た
ち
が
制
作
し
た
陶

芸
の
作
品
展
を
開
く
。
純
心
な

心
を
形
に
表
し
た
も
の
ば
か

り
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

マ
日
程

2
月
日
日
(
水
)

3
四
日
(
臼
)

マ
時
間
午
前
9
時
却
分
(
回

目
は
午
後
1
時

)
1午
後
4
時

泊
分

(四
日
は
午
後
3
時
)

マ
会
場

平
塚
市
美
術
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
-
階
B
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
学
闘

(
電
話
泣
l
五
三
二
五
)

-
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
で

は
、
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
を
通
じ

て
親
子
遊
び
を
す
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
る
。
二
歳
以
上
の
お

子
さ
ん
が
い
る
方
は
、
親
子
で

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

マ
目
時
毎
週
金
曜
日
、
午
前

9
時
却
分
1
日
時
却
分

マ
場
所
青
少
年
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
奥

野
町
子
(
電
話
回
ー一

四
一ニ

O
)

・
五
日
制
を
考
え
る

教
育
を
守
る
会
平
塚
支
部
で

は
、
学
校
週
五
日
制
に
つ
い
て

考
え
よ
う
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。
先
生

と
父
母
の
方
々
と
が
幅
広
い
話

し
合
い
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
る
。

マ
日
時

2
月
四
日
(
土
)
午

た
御
朱
印
帳
が
私
の
大
切
な
宝
朱
印
が
丁
寧
に
押
さ
れ
て
い

物

で

あ

る

。

る

。
そ
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ

主
な
と
こ
ろ
で
は
、
日
光
東
ば
、
名
所
史
跡
も
さ
る
こ
と
な

••••••••••••••• 

砂11‘
旅の御朱臼帳
鈴木一枝さん (四之宮)

な
り
、
何
よ
り
年
若
く
し
て
逝

ゆ

去
し
た
主
人
の
野
福
を
祈
る
た

“
め
に
と
始
め
た
御
朱
印
集
め
。

“
三
十
年
に
お
よ
び
ニ
冊
に
な
っ

c
・.... 

が
ら
、
地
方
色
強
か
な
産
物
、

雪
を
か
ぶ
っ
た
絶
去
や
雪
像
、特

色
あ
る
お
祭
り
な
ど
が
術
艇
と

テ
ー
ブ
ル
、
食
卓
、
座
敷
テ
ー
ブ

ル
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
電
気
フ
ァ

ン
ス
ト
ー
ブ
、
照
明
穏
具
、
温
風

ヒ
ー
タ
ー
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
、
白

黒
テ
レ
ビ
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、

ポ
ケ
ッ
ト
ワ
ー
プ
ロ
、
大
型
テ
レ

ビ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
フ
ア

.

.

.

.

.
 、
ド

よ
み
が
え
る
。
春
は
花
、
秋
は
“

紅
葉
に
英
気
を
聾
い
心
満
た
さ

“

れ
た
日
々
や
、
友
や
姉
妹
と
の

・

語
ら
い
、
寺
社
の
深
奥
な
た
た

ず
ま
い
に
思
い
を
巡
ら
せ
ば
、

ま
た
旅
情
を
か
き
立
て
ら
れ
る
。

い
つ
か
旅
に
出
掛
目
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の

御
朱
印
帳
は
私
の
更
な
る
宝
物

に
な
る
に
違
い
な
い
。。

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
。
紹
介
文
を
二
百
字
程
度
に

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

マ
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅
間
.

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

“

-----
Q
 後

1
時
却
分
3
4時

マ
会
場
青
少
年
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
支
部
長

の
徳
野
恵
子
(
電
話
お
l
九
三

五
三
)

-
大
空
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

湘
南
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ク
ラ

ブ
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い

る
。
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
大
空

を
飛
ん
で
み
よ
う
。
毎
週
日
曜

日
に
伊
豆
、
箱
根
方
面
で
活
動

を
し
て
い
る
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
背

木
功
一
(
電
話
お

l
九
一
八

O
)
へ
。

-
女
性
コ
ー
ラ
ス
に

ま
ど
か
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
る
。
練
習
日

に
は
保
育
室
の
用
意
も
あ
る
の

ン
ヒ
ー
タ
ー
、
大
正
琴
、
剣
道
防

具
一
式
、
川
町
議
会
標
本
、
子

供
百
科
事
典
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
、
ル
ー
ム
ウ
ォ
1
カ
1
、
美
術

図
鑑
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
②

無
料
歩
行
線
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
、

双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
自
転
車
、

ベ
ビ
l
布
団
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
、

一
輪
車
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
と
た
つ
、
炊

飯
ジ
ャ
1
、
ス
キ
1
キ
ャ
リ
ア
、
品

か
ご
、
オ
ル
ガ
ン
、
電
動
日
も
み
機

。
譲
っ
て
く
だ
さ
い

ぺ
ピ
1
フ

ェ
ン
ス
、
男
子
子
供
服
、
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
、
ス
キ
1
セ
ッ
ト
、
お
ぶ

い
ひ
も
、
げ
た
箱
、
学
習
机
、
レ

ン
ジ
台
、
食
縛
棚
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ラ
ッ
ク
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、

自
動
パ
ン
焼
き
器
、
掃
除
機
、
ふ

ろ
お
け
、
ワ
ー
プ
ロ
、
子
供
用
英

会
話
セ
ッ
ト
、
エ
レ
ク
ト
l
ン、

電
子
ピ
ア
ノ
、
空
手
掛
相
、
柔
道

着
、
エ
レ
キ
ギ
タ
1
、
車
い
す
、

折
り
た
た
み
布
団
干
し
、
火
ば

ち
、
ミ
シ
ン
、
ぶ
ら
ん
こ
、

B
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
滑
り
台

。
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

=一
)
ヘ
。

で
、
若
い
お
母
さ
ん
方
も
安
心

し
て
ど
う
ぞ
。

マ
練
習
日
時
毎
週
金
曜
日
、

午
前
9
時
却
分
1
ロ
時

マ
場
所
官
少
年
会
館

マ
会
費
月
四
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
粉

川
房
子
(
電
話
お
|
七
三
七
六
)

・
子
ど
も
会
劇
場
開
く

平
塚
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
で
は
、
す
わ
ら
じ
劇
園

よ
い
子
の
劇
場
の
観
賞
会
を
聞

く
。
親
子
お
そ
ろ
い
で
お
出
掛

け
を
。
午
前
と
午
後
の
ニ
回
あ

る
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
ど
う
ぞ
。

マ
期
日

2
月
初
日
(
臼
)

マ
開
演
時
間

・
午
前
の
部
午
前
日
時
初
分

・
午
後
の
部
午
後
1
時
加
分

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
入
場
料
八
百
円

(4
歳
以

上
)
、
全
自
由
席

マ
演
目

ラ
ン
プ

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
榎

本
義
明
(
電
話
回
|
三
五
一
ニ
)

・
熟
年
の
絵
仲
間
に

百
彩
会
で
は
、
六
十
歳
以
上

の
方
の
会
員
を
募
集
し
て
い

る
。
月

一
回
福
祉
会
館
に
集
ま

り
絵
を
描
い
て
い
る
サ
ー
ク
ル

で
、
油
絵
や
水
彩
画
な
ど
絵
の

好
き
な
方
な
ら
ど
う
ぞ
会
員

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
傍

討
も
と
(
電
話
詑
|
三
六
六

九
)
へ
。

-
と
も
だ
ち
展
開
く

市
内
や
近
隣
市
町
の
学
校
・

施
設
な
ど
で
、
心
身
障
害
の
あ

る
方
々
が
日
常
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
「
み
ん
な
と
も
だ
ち

展
」
を
開
く
。

作
品
や
写
真
な
ど
の
展
示
の

ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の

ほ
か
、
土
曜
、
日
曜
日
に
は

一

部
即
売
を
予
定
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
お
出
掛
け
の
う
え
、
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

マ
日
程

2
月
日
日
(
木
)

1
紅
白
(
火
)

マ
時
間
午
前
日
時
3
午
後
6

時
た
だ
し
、
泊
目
(
火
)
の

み
午
後
2
時
ま
で

マ
会
場
梅
屋
デ
パ
ー
ト
平
塚

底
本
館
7
階
ユ
1
ホ
1
ル

マ
問
い
合
わ
せ
先
襲
野
精
華

闘
の
高
野

(電
話
作
|
八
八
一

一

)。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
み

な
さ
ん
の
ぺ
1
ジ
。
会
員
募
集

や
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
に
ど
う

ぞ
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

h

課

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

お
母
さ
ん
の
ま
な
ざ
し

あ
る
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
括
で
す
。

「今
ま
で
駄
々
を
こ
ね
た
と
と
が
な
い
内
晶

子
が
、
一
度
だ
け
路
上
で
動
か
な
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
息
子
は
し
き
り
に
タ

ク
シ
ー
で
帰
り
た
が
り
ま
し
た
が
、
結
局
歩

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、

息
子
は
疲
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
家
の
近

く
ま
で
来
た
時
、
今
度
は
お
も
ち
ゃ
が
欲
し

い
、
と
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家

に
若
く
と
、
買
っ
て
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
お

も
ち
ゃ
を
窓
か
ら
庭
に
投
げ
捨
て
ま
し
た
。

買
い
物
を
す
ま
せ
る
の
に
便
利
だ
っ
た
の

で
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
ら
ず
歩
い
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
、
夫
の
母
が
田
舎
か
ら
出
て
来
て

い
て
、
あ
れ
も
こ
れ
も
し
な
け
れ
ば
と
頭
が

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
す
」

こ
の
子
が
本
当
に
欲
し
か
っ
た
の
は
何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
お
母
さ
ん

自
身
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
子
供
と
一
緒
に
歩

い
て
い
て
も
、
母
親
の
気
持
は
別
の
事
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
お
も
ち
ゃ
は
埋
め
合
わ
せ

に
な
ら
ず
、
埋
ま
ら
な
い
穴
は
、
駄
々
っ
子

を
果
て
し
な
く
ど
ん
欲
に
さ
せ
ま
し
た
。

子
供
は
母
親
の
関
心
が
ど
こ
に
向
い
て
い

る
か
に
と
て
も
敏
感
で
す
。
そ
の
敏
感
さ
は

ま
る
で
テ
レ
パ
シ
ー
の
よ
う
で
す
。
な
ぜ
な

ら
子
供
に
と
っ
て
母
親
の
ま
な
ざ
し
は
、
酸

紫
の
よ
う
に
そ
れ
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な

い
も
の
だ
か
ら
で
す
。

子
供
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
自

身
を
愛
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
、
す
な
わ
ち
愛
情
の

中
で
自
分
を
愛
し
て
い
く
の
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側

電
話
お
|
六

O
一
ニ

二)J二了U-9'-妥議笠(jJ募集

お兄さん、お姉さんlこ/

• 

• 

地域の青少年活動をより活発にする定

め、中学生を対象に、指導者として必要

な 知 謀 や 授 術 を 身lこつ け定ジユ二戸リー

ダーを義成するだめ、講習会を聞く。期

間は3月から位向まで。

・対話陵 中学生(構習会終了後もリーダ

ーとして活躍できる人}

-募集 80人
・鶴習会の内容 3 月25 臼~26 日宿泊研
修、 4月22臼ハイキング、 5月28日レク

ゲーム、 7月 2図デイキャンブ、 8月 9

日~11臼キャンブ、 9 月 24白人形劇、 11
月 5臼プログラム作り、 12月 17日修了式

・応募方法所定の申込密に必要事項を

記入し、青少年限育成係(脅少年会館内

T包括32ー 7029) へ。

実業団対抗駅伝競走大会の募集

嵩高話語輯績議室

-申し込 み 3月 7日(火)午後5

時までに体育課(平塚球場内}へ。

包括31-3060

第 34回実業団対抗駅伝醗走大会の出場

チームを拡集している。ぜひ出場を

く〉期 日 3月四日(日)

8時30分スタート

-第 1区平塚競技場一城島 小 学 校 6.6km

-第 2区城島小学 校一大住中学校 7.4km

-第 3区大住中学校一みずほ小学校5.0km

-第 4区 みずほ小学校一吉沢小学校7.0km

-第 5区吉沢小学校一 山城中学校 5.9km

O資格市内の会社、事提所で編成するチー

ム。10月 1日から引き続き勤務している人。

O編成 監督 1、選手 5、補欠 2
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済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
肝

臓
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
講
座

を
開
催
す
る
。
肝
臓
の
大
切
さ

を
知
り
、
日
ご
ろ
の
食
事
や
飲

酒
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み

て
は
い
か
が
。
参
加
無
料

マ
日
程

2
月
幻
自
(
火
)

マ
時
間
午
後
2
時
5
3時
泊

分

平 成フ年2月 15日
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芸 お母さんと赤ちゃんの歯の; と20臥手ふきタオルω:・会場開センター ; 診も実施 ~ ~ ・LlFE・ / 雲
鱒 衛生、妊婦体損 : 日と24日)、エプロンと三角 :・母子手帳、軍記用具、歯ブ: : ~一一------ 側

議m 午前10時30分~午後 2 : 杭 13日)を持参 ; ラシ(l歳 6か月児のみ) : 説幼g融問強 ; - s 
g z婦中と産後の栄養 ~~歯予防訟~~【?223 か月児】 :.対 象 2歳 6か月までの寧L: -相談日 3月 6目、 20目 撃
雪 17日午後 1 時30分~4 時 ; ; ・ 1 日 6 年11月 1 日 ~10日;幼児 :・時間 午前 9 時~10時 運
雲 赤ちゃんの育て方、抱き方 j・対象 3月中に 8か月から j・15日 6 年11月 11 日 ~20日: ・会場 平塚保髄所 :・申し込み句話で平塚保健誌

認 -~ : 所 へ 。 : :
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生まれ。身長71.5cm、体毘7.9同。_，;，，.靖 ，....;，--. ~.・ 1彊×腫 × 渓×事> 1・対象乳幼児 葵
いたずら好きの棋夏ちゃんはお母さ 号 .._. I民酒田 \胸高/"....頗民/~r/~... / 1・相験日毎週水曜日 鐙

ん が目を離すとすぐになんでも口に入・配 角一 ，1t1". '¥ム v v v 目時間午前 9 時30分~10時語
れて しま う。 ロの中からスーパー?チ.. 吋 J 4lz・a・・~ ~/"'ちとい、" : 30分 認

識3553ibifiphノヘ「奏ZfjfもやX:予選需品会
子。今から「との予は鯨にやらないJ置 い - 1J Wマ七ジラ~ I ( jlc:__.Jハι手..)1' : となど 歪
と言っている。将来は人の気持ちがよE U 1 113:??CP J  ー かへ.:.r ~・母子手帳を持参 義
く分かる子にと綿さん。 圃/ 1 一一 ー

はがきに赤ちゃんの氏47性別、生年月日と両親の住 11'1111""1111111111111111111111111総111111111"'111111縫IU'終結IUUI=
所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応 '

事ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(1日掲載分は26 日~10日締め切り、

15日掲載分は11 日 ~25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は14人応募。

食送り先 〒 254平塚市浅間町 9- 1
平塚市広報広聴鯨「赤ちゃんの
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老
人
性
痴
呆
疾

患
相
談
を
開
く

保
健
所
で
は
、
お
年
寄
り
の

物
忘
れ
等
、
品
即
時

(い
わ
ゆ
る

ボ
ケ
)
に
悩
ん
で
い
る
方
々
を

対
象
に
、
相
談
を
お
受
け
す

る
。

マ
日
時

2
月
幻
日
(
水
)
午

後
1
時
却
分
5
3時
加
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
包

話
泣

|
O
一
三

O
)
予
約
制

健
康
講
座
開
く

広緑ひらつか〈フ〉

マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院
5

階
会
議
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
医

事
課
の
大
下
(
電
話
但

|
O五

ニ
O
)

歯
ぐ
き
の
検
診
も
行
う
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
を
。

マ
日
時
2
月
訪
日
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時
i
u

時
叩
分

・
妊
婦
以
外
の
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
1
2時
釦
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
持
ち
物
母
子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
幻
l
O
一
三

O
(予
約
制
)

も
し
も
し
健
康

相
談
ご
利
用
を

病
気
、
介
護
、
育
児
な
ど
、

健
康
に
関
す
る
心
配
事
を
、
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
・
・
・。

市
で
は
、
こ
う
し
た
悩
み
に

電
話
で
お
答
え
す
る

「も
し
も

し
健
康
相
談
」
を
開
設
し
て
い

る
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

マ
相
談
日
毎
週
月
、
木
曜
日

マ
時
間
午
前
叩
時
5
午
後
4

時マ
相
談
電
話

心
の
健
康
相
談

マ
日
程

2
月
お
臼
(
火
)
3

月
1
日
(
水
)
、
凶
日
(
金
)

マ
時
間
午
後
1
時
泊
分
3
3

時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
の
悩
み
、
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
悩
み

を
持
つ
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族

マ
担
当
者
精
神
科
医
師
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
(
訪
問
も
可
)

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(屯

話
泣
|
O
一
三
O
(予
約
制
)
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歯
ぐ
き
の
検
診

歯
の
健
康
は
歯
ぐ
き
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
る
。
普
段
何
げ
な

く
や
っ
て
い
る
歯
磨
き
を
も
う

一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
あ
わ
せ
て

四
月
か
ら
一
部

会
場
の
変
更
が

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
月

か
ら
施
設
の

一
部
改
修
を
行
う

と
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い

同
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
た
健

康
診
査
な
ど
が
、
平
成
七
年
度

に
限
り
他
に
変
更
と
な
る
の
で

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

休
日
夜
間
急
患
診
療
所
は
、

従
来
通
り
開
設
し
て
い
る
が
、

駐
車
場
が
狭
く
な
っ
て
い
る
の

で
ご
注
意
を
。

マ
変
更
期
間
平
成
7
年
4
月

1
平
成
8
年
3
月

マ
平
塚
保
健
所
に
会
場
を
変
更

す
る
も
の

・
乳
幼
児
健
康
診
査

マ
地
区
公
民
館
等
で
実
施
す
る

も
の

・
日
本
脳
炎
予
防
接
種

.
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

.
が
ん
集
団
検
診

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
二
五
九
)

お

む

つ

が

取

れ

る

な

い

こ

と

に

な

る

。

に

は

個

人

差

が

あ

り

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

は

、

脳

の

発

達

に

応

じ

た

「

快

」
の
感
党
の
中

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

が

必

で

す

る

こ

と

が

大

切

要

で

あ

る

。

で

あ

る

。

子
供
の
多
く
は
一

1
1

こ
ろ
あ
い
を
見
計

歳

過

ぎ

ご

ろ

か

ら

お

漏

碑

ら

い

便

器

や

お

ま

る

む
つ
の
ぬ
れ
た
こ
と

i
l
-
-

に
座
ら
せ
て
み
る
が

を

表

情

や

身

振

り

で

排

せ

つ

の

し

つ

け

強
制
は
し
な
い
こ

教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
た
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

と
。
う
ま
く
で
き
た
ら
い
っ
ぱ
い
ほ
め
て
あ

く
交
換
し
、
快
い
と
い
う
感
党
を
感
じ
さ
せ
げ
よ
う
。
失
敗
し
て
も
し
か
ら
ず
、
励
ま
し

て
あ
げ
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

一
回
の
排
の
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
た
い
。
二
回
に
一
回

尿
誌
が
多
く
な
り
、
し
か
も
こ

1
三
時
間
の
程
度
ト
イ
レ
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
パ

間
隔
と
な
っ
て
か
ら
始
め
る
。
し
か
も
、

宮

ン
ツ
に
し
て
み
る
。
う
ん
ち
も
同
じ
で
あ
る

葉
で
意
志
が
通
じ
る
よ
う
に
な
る
一
歳
半
か
が
、
お
し
つ
こ
よ
り
ス
ム
ー
ス
で
あ
る
。

ら
二
歳
こ
ろ
か
ら
の
方
が
マ
ス
タ
ー
し
や
す
と
に
か
く
イ
ラ
イ
ラ
は
禁
物
で
、
根
気
強

い
。
あ
ま
り
早
く
始
め
る
と
親
の
あ
せ
り
か
く
、
あ
せ
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に

ら
余
計
な
緊
張
が
生
ま
れ
、
結
果
的
に
良
く
し
つ
甘
に
臨
ん
で
欲
し
い
。
(健
康
課
) 健

康
眼

住所ガ変わったら異動の届け出を
市内で生産されている施訟の花き

を展示することにより、市民に花き

生産の実態を麗 艶してもらい、 さら

lこ生産者の授術向上lこ役 立だせる

とき 2月16日(木)--21日(火)

会場ひらつか市民プラザ

【内容}

・切り花、鉢花の展示

-切り花、鉢花等 の 即 売

.花に関する相談

住民異動居は、選挙、就学、由民年

金、園民健康保険、予防祭糧、印鑑証明

などのもと!こなる重要なものです。住所

ガ変わったときは、必ず14日以内lこ届け

出をしてください。

届け出には、その方の氏名、住所、異

動し定 年月日、従前の住所等ガわかるよ

うにし、本人または世繕主導事ガ届け出る

ことになっていきます。うその届け出をし

たり、正当の理由ガなく届け出をおこだ

った渇合let、過料ガ科せられる渇合ガあ

ります。

・担 当 市 民 幌 市民異動保〈内綿236)
幾度諌営農指導係〈内線543)※問い合わせ



(8) 平成フ年2月 オ 5日広報ひらつか

-
競
輪
場
の
売
庖
募
集

A-初
級
の
手
話
講
座
を

マ
日
程

3
月
3
日
(
金
)
3白

日
(
金
)
の
毎
週
月
・金
曜
日
(叩

日
は
除
く
)
全
8
回

・
時
間
午
前
日
時
S
U時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
障
害
福
祉
課
障
害
福

祉
係
(
内
線
二
二
こ

第 545号

定
款
お
よ
び
登
録
簿
謄
本

マ
受
付
期
間

2
月
お
日
(
木
)

S
M臼
(
金
)

・
時
間
午
後
2
時
3
4時

マ
受
付
場
所
平
塚
競
輪
場
内
事

業
際問

い
合
わ
せ
は
、
事
業
課
(
電

話
幻
l
三
九
三
五
)
ヘ
。

マ
日
程

4
月
3
日

(
8
1
6

月
9
日
(
金
)
全
部
回

・
時
間
午
後
6
時
3
8時

マ
会
場
平
塚
商
工
会
議
所
2
階

会
塾
室

マ
受
問
料

一
万
八
千
円

マ
申
込
期
間

3
月
1
日
(
水
)

1
口
日
(
金
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
平
塚
商
工
会
議
所
(
包
括
泣

|
二
五
一
O
)
へ
。

-
計
量
器
の
事
前
調
査

市
で
は
、
商
品
売
口
、
深
剤
、
身

体
検
査
な
ど
に
使
う
計
舟
器
の
事

前
調
査
を
三
月
中
旬
に
実
施
す
る

が
、
そ
の
調
査
員
を
募
集
す
る
。

マ
日
程

3
月
日
目
(
月
)
1口

日
(
金
)

・
勤
務
時
間
午
前
9
時
3
午
後

4
時
却
分

マ
自
給
五
千
百
四
十
五
円

マ
募
集
人
員

3
人
(
凶
歳
以
上

ω歳
未
満
、
高
校
生
は
除
く
)

応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は

商
業
観
光
課
商
業
係
(
内
線
五
六

二
)
へ
。

-
青
少
年
の
集
い
開
く

県
立
湘
南
青
少
年
の
家
で
は
、

「
遊
び
に
お
い
で
よ
湘
南
へ
」
を

テ
l
マ
に
管
少
年
ふ
れ
あ
い
の
集

い
を
聞
く
。

マ
日
程

3
月
お
日
(
土
)
3初

日
(
臼
)
1
泊
2
日

マ
会
場
県
立
湘
南
青
少
年
の
家

マ
対
象

・
定
員
中
学
生
以
上
の

背
少
年
詩
人

申
し
込
み
は
、
同
所
(
電
話
臼

ー
O
六
七
六
)
へ
。

av簿
記
講
座
を
開
く

-
園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時

3
月
刊
日
(
企
午
前

9
時
叩
分
i
日
時
初
分

マ
会
場

m
m農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
研
究
家
向
後
三

春
氏

マ
内
容
谷
夏
野
菜
の
作
り
方

問
い
合
わ
せ
は
、
県
湘
南
闘
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
匂
話
ね
|
O
五

九
一ニ
)
へ
。

A
V
新
た
な
給
付
制
度
が

平
成
七
年
四
月

一
日
か
ら
届
用

保
険
に
よ
る
、
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
制
度
と
育
児
休
業
給
付
制
度

が
開
始
さ
れ
る
。
事
業
主
の
方
は

支
給
の
対
象
と
な
る
服
用
保
険
の

被
保
険
者
の
方
が
い
る
場
合
、
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共

職
業
安
定
所
に
届
出
が
必
要
と
な

る
の
で
ご
注
意
を
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚

公
共
職
業
安
定
所
(
電
話
剖
|
八

六
O
九
)
へ
。

-
駐
車
対
策
に
協
力
を

げマどさ .--ザ円九" ~ 掛ずをい交のを普 て
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-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
六
七
三
)

へ

。

(

敬

称

略

)

・
山
口
立
秀
一
万
円
、
平
塚
日

本
舞
踊
連
盟
三
万
円
、
平
塚
市

ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
協
同
組
合

十
万
円

-
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど

に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(
平
塚
球
場
内
・
電
話
路

ー

o一
O一一
)
へ
。
(
敬
称
略
)

・
平
塚
市
ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

協
同
組
合
十
万
円

-
み
ど
り
基
金

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の
助

成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二
五
)

……一…

揺

礎

漣
L

滅
抱

一一穂
ー
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………一副
劇
釧
困
劃
劃
劃
w
u
l

や
γ
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・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
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+
剥

叩
一
あ
一
々
一六一
わ
一い一

也

記

4

1

l
l』
l
l
l
}
l
l
i
fl
l
i
t
i
-
-
}
ll
l

『

刈

村

塾
藷
基
金
は
、
地
域
福
分
四
万
七
千
円
、
横
浜
エ
イ

村一
朴

い
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
ロ
ク
イ
ッ
プ
H
G
募
金
箱
分
怖

い前

十

に

使

わ

れ

る

。

八

万

七

千

八

百

二
十
円
五
領
村

附

ベ

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
ケ
台
高
校
生
徒
会
六
万
九
千
や

持

同
協
議
会
(
電
話
お
l
二
三
三
三
)

五

百
二
十
二
円
、
共
和
技
術
コ

ゃ

時

十

へ
。
(
敬
称
略
)
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
五
万
五
千
二

村

村

や

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
・
本
門
十
一
円
1

中
原
中
学
校
区
背
少

ト

付

制
仏
喜
郡
上
行
寺
五
万
円
高
年
健
全
育
成
推
進
連
絡
協
限
会

+

村

4
梨
功
一
一
万
円
、
メ
l
キ
ン

一
万
一
千
四
百
円
、
誠
進
製
作

ベ

+

村
グ
H

=
一千
三
百
円
花
水
地
所
一
万
五
千
百
円
、
ホ
l

一芯

+
区
老
人
ク
ラ
ブ
さ
く
ら
会
六
マ
l
コ
ー
ポ
レ
1
シ
ョ
ン
平
塚

ゃ
いけ

や
千
六
百
三
十
七
円
、
チ
ャ
リ
工
場

=
一
万
七
千
六
百
五
十
八

4
H

咋
テ
ィ
も
ち
つ
き
大
会
実
行
警
H

円
、
山
田

一
男
五
千
八
百
四

川
持

村
会
三
十
万
四
千
五
百
六
十
五
十
六
円
星
野
剛
造
四
千
円
、

+
桐

明
治
四
十
三
年
の
八
月
は
、

や
円
、
田
代
四
海
子
二
万
円
久
保
正
身
四
千
円
、

小
泉
史
ベ

…町一

日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
ニ

ゆ
松
本
鉄
骨
穴
六
千
八
十
五
円
、
江

一
万
二
千
円
山
口
昇

吋
判

吋
十
二
人
会

一
千
円
花
水
梧
四
千
円
平
塚
災
術
協
会
七
ぷ
つ
の
台
風
が
当
地
を
製
い
ま

4
U唱
す
。
こ
の
十
四
日
間
の
総
雨
盈

ベ
薬
会
五
千
円
平
木
敏
勝
万
円
松
が
丘
小
学
校
P
T
A
L
T
+

+
付

は
箱
根
で
千
五
百
ミリ
に
達
し
、

iv
一
万
円
、
和
田
利
彦

二
万
二

一
万
一
千
四
十
円
、
成
田
日
野

川
時

+
千
二
十
五
円
、
和
田
ム
メ
子
一
万
円
、
宝
塚
地
区
労
働
組
合
村

州

平
野
部
で
も
五

5
六
百
ミ
リ
と
な

仲
五
万
円
神
奈
川
護
耐
連
盟
及

.
協
議
会
十
万
円
平
塚
競
輪
+
体

る
激
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
の

い
び
歌
描
教
室
一シ
ン
ガ
ー
生
徒

一

場
第

一
払
戻
し
所
九
千
七
十

寸

村

た
め
中
郡
下
で
は
、
死
者
三
人
、

+
同
十
六
万
八
千
四
百
三
十
二

二
円
神
田
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

阿

付
家
屋
の
床
上
・
床
下
浸
水
千
八

川
円
、
平
塚
Y
W
C
A
一
万
円
実
行
委
員
会

三
万
九
百
円
、

や

引
百
二
十
七
棟
、
堤
防

+
ト
ー
タ
ル
レ
デ
ィ
ス
二
十
一
匿
名
一
万
八
千
円

同

特

の
決
壊
・
破
損
百
四

国
十

咋
万

平

八

百

一

円

襲

総

合

マ

児
宣
福
祉
へ
・

匿
名
ニ

+

持
十
四
か
所
、
田
畑
の

滞

吋
研

究

所

収

穂

祭

実

行

委

員

会

千

円

三

流

失

・

浸

水

ニ
曹
、

d

村
九
万
三
千
二
百

五

円

中

部

な

長

藷

祉
へ

・

磯

崎

輝

夫

芯

十

七

町

歩

余

り

と

い

議

吋
で
し
v
」
会
三
千
二
百
三
十
八
四
千
円

や

問
う
大
き
な
被
害
を
受

f.5

ベ
円
、
熊
津
武
司
三
万
円
、
鈴
マ
交
通
遺
児
へ
・
泉
栄
一

や

剥

T
4

2封
書

三
千
九
百

一
千
円
平
塚
パ
プ
テ
ス
ト
教
二
け
て
い
与

。

と

の

度

同
時
、

相
模
川
と
金
目

即
日

+
二
十
四
円
、
平
翠
巾
ゴ
ル
フ
協
会
一
万
円
イ
フ
コ
レ
ン
タ

同

制

1

羽
信

玄
十
万
円
、
関
東
冶
金
工
業
カ
l

二
万
一
千
七
百

一
円

二

川

の

堤

防

も

決

壊

し

劉

M
四
千
九
百
八
十
八
円
沼
田
光
頼
朝
隆
五
千
円

咋

州
両
川
を
隔
て
る
平
野

自

主
・
慾
次
三
千
円
横
浜
エ
マ
、
事
障
害
者
へ
・

2
ご
部
は
、
そ
の
ほ
と
ん

開

岬
イ
ロ
ク
イ
ッ
プ
H
G
募
金
会
社
畑
町
十
万
円

+

村
ど
が
浸
水
し
田
畑
の

釦
創

刊

γ
f
-
T
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
-
T
T
T
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・本

村

一
部
流
失
、
土
砂
に
例
川

百
十
六
円
な
で
し
こ
公
民
館
窓
市
よ
る
埋
設
は
、
金
目

r引

口
百
二
十
一
円
富
士
見
公
民

主

区

を
中
心
に
広
が

邸

館
窓
口
四
百
二
十
三
円
岡
田

村
っ
た
と
い
い
ま
す
。

3

民
子
一
千
八
百
八
十
円
市
民
哨
金
目
川
は
、
有
史

相
談
室
窓
口
四
百
九
十
四
円
、

HH
以
来
、
度
重
な
る
洪
水
の
被
害

秘
密
課
窓
口

一
千
七
百
二
十
四
村判

に
み
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

円
総
合
公
園
管
理
事
務
所
窓
口

制浄
御
所
様
(
徳
川
家
康
)
堤
と
い

三
千
二
百
四
十
七
円
、
総
合
体
育
事

館
窓
口

二
千
六
百
四
十
五
円
な
れ
る
現
在
の
金
目
第
二
歩
道

神
奈
川
県
自
動
車
監
備
振
興
会
平

別
橋
の
あ
る
五
百
計
ほ
ど
の
堤
防

塚
支
部
二
十
六
万
四
千
五
百
二
持
は
、
金
田
川
一
の
要
所
で
、
乙

十
四
円
、
平
塚
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
管
付
の
堤
防
が
切
れ
た
場
合
は
、
そ

理
組
合
五
千
九
百
二
十
四
円

H
の
水
が
小
鍋
島
・
打
開
木
付
近

ま
で
達
し
、
そ
の
聞
の
田
畑
は

一
面
土
砂
で
埋
ま
る
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
明
治
四
十
三
年
の

洪
水
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
状
況

を
金
目
地
区
の
田
畑
に
も
た
ら

し
た
の
で
す
。

乙
の
洪
水
の
復
旧
を
契
機

に
、
金
目
地
区
は
田
畑
整
理
の

一
大
事
業
に
岩
手
し
ま
す
。
こ

れ
が
金
目
村
耕
地
整
理
事
業
で

す
。
従
来
の
金
目
耕
地
は
、
特

に
田
畑
へ
水
を
引
く
こ
と
を
優

先
し
て
い
た
た
め
田
の
形
状
は

ふ
ぞ
ろ
い
で
、
用
水
体
系
も
そ

の
回
の
形
状
に
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
金
白
川

の
堤
防
改
修
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。
六
年
の
歳
月

を
費
や
し
た
こ
の
事
業
は
、
大

正
七
年
に
完
成
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
同
時
期
の
耕
地

整
理
事
業
に
大
正
十
二
年
の
旭

村
耕
地
整
理
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
関
東
大
震
災
を
契
機
に

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
不
幸
な

災
害
が
百
年
の
計
を
立
て
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
も
知
ら

An
し
ん

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
河
身

改
修
耕
地
盤
理
踏
ん工
記
念
碑

は
、
大
正
十
年
に
事
業
の
完
成

を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
ま
し

た。(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)

場
内
の
売
底
に
出
底
を
希
明
記
す
る

方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

た
だ
し
、
ニ
団
連
続
出
庖
し
た
方

は
申
し
込
め
な
い
。

マ
出
底
期
間

平
成
7
年
4
月

1
9月

マ
募
集
庖
舗
特
観
席
附
属
食
笠

2
底
舗
、
飲
食
売
庖
9
庖
舗
、
普

通
売
庖
4
庖
舗
(
抽
選
)

マ
応
募
資
格
①
市
内
に
1
年
以

上
お
住
ま
い
で
、
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
笠
録
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
②
飲
食
売
庖
は
調
理
問
ふ

ぐ
包
丁
師
等
免
許
証
、
食
品
衛
生

責
任
者
情
習
終
了
証
容
、
普
通
売

底
は
製
菓
衛
生
師
等
免
許
証
、
食

品
衛
生
責
任
者
間
習
終
了
証
曹
の

い
ず
れ
か
の
資
格
所
有
者
が
い
る

こ
と
③
希
望
す
る
売
底
と
同
じ

業
務
を
市
内
で
1
年
以
上
営
業
し

て
い
る
こ
と
@
市
税
な
ど
市
の

徴
収
金
に
滞
納
の
な
い
こ
と

マ
持
参
す
る
物
①
住
民
票
ま
た

は
外
国
人
民
(
且
録
済
証
明
書
②
市

税
完
納
証
明
(
法
人
は
法
人
分
お

よ
び
そ
の
代
表
者
分
の
2
部

)

駅

や

デ

パ

ー

ト

、

商

庖

な

ど

の

③
印
鑑
④
営
業
許
可
魯
⑤
応
平
塚
商
工
会
議
所
で
は
、
初
級

m翁
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
周
辺
に
集
中
す
る
自
動
車
に
よ
り

公
営
事
業
所
で
は
、
平
塚
競
輪
募
資
格
②
の
各
証
書
@
法
人
は
簿
記
講
座
を
聞
く
。
は
、
園
芸
教
室
を
聞
く
。
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
が
増
加
し
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d
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噌

副

司

田

町

l

い
ま
す
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
回
目
と
し
て
百
三
十
万
円
余
り
間

一

本

画

・

層

調

一

三

は

、

ど

な

支

援

活

動

を

さ

れ

て

い

る

の

(

市

、

率

、

社

会

福

祉

協

諮

問

l

.

副
司
掴
園
町
喝
さ
一

haむ

場

事

な

で

し

ょ

う

か

。

会

等

)

を

送

り

ま

し

た

。

お

、

障

週

一

4
4

・
明
λ
訟

凶

司

注

目

転

金

(

夏

台

藤

田

由

美

子

さ

ん

)

ま
た
、
第
二
回
目
と
し
て
千
聞

酒

盛

密

画

習

島

罰

且

骨

抜

自

接

、，
l
i
l
-
-
H

市
の
救
出
救
援

三
百
万
円
(
個
人
、
各
種
団
体
か

--
、
マ
幽
園
田
剛
、
一
-
週
明
暗

E

B羽

一
お
答
え

…

}
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、“
ケxh
ヨ
a-A諸
制
脳
匂

4
』

援

や
慢

γoolo--:
活
釘
と
し
て
は
、
等
五
百
九
十
万
円
余
り
、
市
、
お

母

国

晦

日

陰

。

圃

毅

違

例

消
防
士
十
人
、
建
築
物
危
険
度
背
年
会
議
所
に
よ
る
街
頭
募
金

m

Jfa--nh開祖
国

庫

臨

む

派

恥

判

定
士
と
し
て
市
職
員
六
人
を

三
百
十
万
円
余
り
、
小
中
学
校

総

回

圃

明

郵

圃

商

略

週

間

摺

切

の

引

被

災
地
に
派
遣
し
た
ほ
か
、
市
の
児
童

・
生

徒

、

P

T

A

Z

m

h
園
調
ー
‘

Ea町
岡
崎
凶
・

5
員

幻

内
小
学
校
へ
の
転
入
学

(六
百
九
十
万
円
余
り
、
公
民
館
等
協

・

』

・

易

干

1

・
司
阿
倍
嵐
恩
也
司
・
一

宥
底
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